
令和８年度（２０２６年度）「ワクワクが次々にうまれる」南小国町立中原小学校　学校だより 

地域とともに歩む、「夢」いっぱい！の学校「自信」いっぱい！の学校 

   みんな大好き！　学校大好き！　ふるさと大好き! 
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　 　　　　令和８年５月１４日(木)発行 　　（中原小ホームページＱＲコードです。カラー版やブログ等をご覧いただけます。）

　令和８年度中原小学校学校運営協議会のメン
バー１１人を紹介します。（順不同） 
 

　だれかが何とかしてくれる、のではなく、 ○河津　浩　　様（中原区長） 
自分たちが「当事者」として、 ○鞭馬　公直　様（後援会長） 

自分たちの学校や地域を創り上げていく。 ○安藤　寛範　様（ＰＴＡ会長） 
子供たちのために学校をよくしたい、 ○鞭馬　奈美　様（地域コーディネーター） 

元気な地域を創りたい、 ○下城知奈美　様（民生児童委員代表） 
そんな「志」が集まる学校、地域が創られ、 ○杉　　伸一　様（老人会代表） 

そこから、 ○黒川千穂子　様（元婦人会長） 
子供たちが自己実現や地域貢献など、 ○河津　裕子　様（中原保育園主任） 
志を果たしていける未来こそ、 ○荒武　麻耶　様（ナカバルツクル会代表） 
これからの未来の姿である。 ○髙村　智幸　様（社会福祉協議会） 

（中教審答申より） ○井芹　伸也　様（教育委員会：地域学校協働活動推進員）
 　 

持続可能な地域を創る 　以上１１人のメンバーで今年度は組織編成を
コミュニティ・スクールのさらなる展開 行いました。 

 　会長には、河津　浩　中原区長　様 
人づくりと地域づくりの好循環を生み出し、 　副会長には、鞭馬　公直　後援会長　様と、
子供を中心に据え、地域の絆をつなぎ、 安藤　寛範　ＰＴＡ会長　様が就任されまし

地域の未来へとつないでいく。 た。 
学校を核として、地域に愛着と誇りを持ち、 　なお、「学校運営協議会」という名称が若干
志を持って地域を担う人材の育成を図る。 堅苦しいので、通称を、 

  
学校を核とした地域づくり 「 中原小サミット　Ｇ１１ 」（Ｇイレブン）  

  
これからの学校は、小規模でありながらも、 としました。「先進国首脳会議Ｇ７」（Ｇセブン）

多機能な要素を持って進化する を真似たものです。委員の皆様方には、南小国
「地域づくりの核」である。 町の未来の創り手を育成するために、各方面か

 らのお知恵やご意見をお聞かせいただき、中原
　このような熱い思いから、南小国町では、 っ子の健やかな成長のために地域社会総がかり
令和４年度より町内全ての小中学校が、「コミ で取り組んでいきたいと思います。どうぞよろ
ュニティ・スクール」となりました。「コミュ しくお願いします。 
ニティ・スクール」とは、「学校運営協議会」
を設置している学校のことであり、５月１２
日（火）に、中原小学校でも、「第１回学校運
営協議会」を開催しました。 
　会では、はじめに、南小国町教育委員会か
ら１１人の委員のみなさんに任命書が交付さ
れました。 
　その後、本年度の学校教育目標や経営方針
等についての承認をいただき、学校・家庭・
地域・子供・行政の五者がしっかりと連携・
協働していきましょう、そして、南小国町の
未来の創り手に必要な資質・能力を、２９人
の中原っ子に身に付けさせていきましょうと
いう願いや思いを共有しました。

＜めざす家庭・地域像＞ 
 笑顔と元気がいっぱいの家庭・地域！ 安心して生活できる家庭・地域！ 子どもの夢実現を支える家庭・地域！ 


